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需
要
は
、
経
済
発
展
、
人
口
の
増
加
、
工
業
・
産
業
の
進
展
に
よ
り
世
界
全
体
で
55
％
の
増
加
が

見
込
ま
れ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
試
算
で
は
、
地
球
人
口
80
億
人
（
２
０
２
３
年
）
の
う
ち
約
40
億
人
が

２
０
５
０
年
ま
で
に
水
ス
ト
レ
ス
（
一
人
一
年
間
で
１
７
０
０
㎥
を
下
回
る
現
象
）
に
陥
る
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
世
界
の
水
需
要
の
２
／
３
は
農
業
用
の
灌
漑
用
水
が
占
め
て
お
り
、
東
南

ア
ジ
ア
で
は
灌
漑
用
水
の
割
合
は
７
割
以
上
に
達
し
て
い
る
国
も
あ
る
。

　

日
本
の
水
資
源
の
使
用
量
（
年
間
約
８
０
０
億
㎥
）
の
内
、
農
業
用
の
灌
漑
用
水
は
世
界
平
均

と
同
じ
で
約
２
／
３
を
占
め
て
お
り
、
水
田
・
灌
漑
用
水
が
約
94
％
、
残
り
が
畑
地
・
畜
産
用
水

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
傾
向
と
し
て
水
田
面
積
の
減
少
に
連
れ
、「
水
田
・
灌
漑
用
水
は
減
少

す
る
が
、
畑
地
・
灌
漑
用
水
は
増
加
傾
向
で
、
畜
産
・
用
水
は
横
ば
い
に
推
移
す
る
」
と
見
ら
れ

て
い
る
。（
農
水
省
水
資
源
課
調
べ
）

　

今
回
は
日
本
で
最
大
の
耕
地
面
積
を
有
す
る
北
海
道
、
そ
の
中
で
も
、
全
道
の
約
22
％
（
全
国

の
耕
地
面
積
の
約
6
％
）
を
占
め
て
い
る
北
海
道
・
十
勝
平
野
、
特
に
畑
地
面
積
で
は
、
全
国
の

約
12
％
を
占
め
、
大
規
模
な
畑
作
経
営
を
営
ん
で
い
る
、「
十
勝
平
野
の
水
資
源
や
日
本
の
食
料

基
地
を
目
指
す
、
将
来
性
の
課
題
と
解
決
策
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
た
い
。

１
．
北
海
道
・
十
勝
平
野
の
現
状

　

十
勝
地
域
の
総
面
積
は
１
０
，８
３
１
㎢
、
日
本
で
７
番
目
の
面
積
を
誇
る
「
岐
阜
県
」
と
同

面
積
で
あ
り
、
帯
広
市
を
中
心
と
す
る
「
１
市
・
16
町
・
２
村
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
域
内
人

　

本
年
３
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
た
世
界
的
な
水
会
議
「
国
連
２
０
２
３

水
会
議
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
世
界
の
水
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
」
で
は
、
世
界
１
７
０
カ
国

か
ら
１
万
人
以
上
の
参
加
者
を
得
て
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
的
な
目
標
「
国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17

項
目
」
の
達
成
に
向
け
、
多
く
の
項
目
に
つ
い
て
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
。
①
衛
生
に
関
す
る
水
問

題
、
②
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
水
、
③
気
候
変
動
・
強
靭
性
・
環
境
に
関
す
る
水
、
④
協
力

に
関
す
る
水
、
⑤
水
の
国
際
行
動
の
10
年
、
な
ど
を
軸
に
展
開
さ
れ
た
。（
詳
細
は
本
誌
５
月
号

に
筆
者
詳
述
）
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
は
、
開
会
式
で
「
飢
餓
や
貧
困
を
含
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17

項
目
は
、
現
在
直
面
し
て
い
る
水
問
題
を
解
決
す
れ
ば
、
そ
の
８
割
は
解
決
で
き
る
。
水
は
人
類

の
最
も
貴
重
な
地
球
共
通
の
利
益
と
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
宣
言
し
た
。

　

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
報
告
書
（O

utlook to 2050

）
に
よ
る
と
世
界
の
水
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か
ら
の
産
出
額
が
過
半
数
を
占
め
て
い
た
が
、
近
年
で
は
逆
転
し
、
畜
産
の
占
め
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
農
業
産
出
額
の
内
訳
で
は
、
野
菜
・
豆
類
・
穀
物
（
麦
類
な
ど
）
で
40
％
、
畜
産

（
乳
用
牛
、
肉
用
牛
、
そ
の
他
畜
産
）
で
60
％
を
占
め
て
い
る
。
１
戸
当
た
り
の
農
業
生
産
所
得

も
平
均
１
千
万
円
を
超
え
、
販
売
金
額
・
規
模
別
農
家
数
で
は
３
千
万
円
か
ら
５
千
万
円
層
の
割

合
が
多
い
。（
平
成
27
年
の
推
計
、
北
海
道
農
林
水
産
統
計
よ
り
）

⑶　

十
勝
農
業
を
支
え
る
水
資
源

　

十
勝
平
野
部
を
地
質
年
代
か
ら
み
る
と
１
０
０
万
年

前
は
湿
地
で
あ
り
、
日
高
山
脈
、
大
雪
山
系
、
阿
寒
山

系
、
白
糠
丘
陵
か
ら
流
れ
て
く
る
多
く
の
河
川
が
運
ん

で
き
た
土
砂
類
で
湿
地
が
埋
ま
り
陸
地
に
な
っ
た
の
は

70
万
年
前
と
言
わ
れ
て
い
る
。
農
業
は
豊
富
な
地
下
水

と
河
川
水
に
よ
り
支
え
ら
え
て
い
る
。
地
下
水
は
地
表

面
か
ら
約
千
メ
ー
ト
ル
の
間
に
、
６
層
の
大
き
な
帯
水

層
が
存
在
し
て
い
る
。
河
川
水
は
１
級
河
川
の
十
勝
川

（
流
域
面
積
９
０
１
０
㎞
（
全
国
６
位
）、
流
路
延
長
は

１
５
６
㎞
）
を
取
り
巻
く
音
更
川
、
利
別
川
、
札
内
川

な
ど
の
支
流
で
網
の
目
の
よ
う
に
流
域
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
水
資
源
が
十
勝
農
業
を
支

口
は
約
33
万
人
で
あ
る
。

⑴　

十
勝
の
気
象
条
件

　

十
勝
の
気
象
は
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
日
照
時
間
は
年
間

平
均
２
０
０
０
時
間
を
超
え
、「
十
勝
晴
れ
」
と
呼
ば
れ
る
晴

天
が
続
く
、
平
野
部
は
道
内
屈
指
の
「
少
雨
地
域
（
年
間
９
２

０
ミ
リ
前
後
）」
で
、
ま
た

年
間
積
雪
量
（
最
深
積
雪
71

セ
ン
チ
）
も
少
な
い
。

⑵　

十
勝
の
農
業
産
出
額

　

令
和
３
年
の
北
海
道
の
農

業
産
出
額
は
約
１
兆
３
千
億

円
で
、
全
国
の
約
15
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
北
海
道
の
食
料

自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
全
国
１
位
で
あ
り
生
産
額
ベ
ー

ス
で
は
全
国
４
位
を
誇
っ
て
い
る
。

　

昨
年
（
２
０
２
２
年
）
の
十
勝
の
農
業
産
出
額
は
３
０
４
１

億
円
で
、
こ
れ
は
全
道
の
１
／
４
の
金
額
を
占
め
て
い
る
、
十

勝
の
農
業
は
昭
和
か
ら
平
成
16
年
度
あ
た
り
ま
で
、
畑
作
耕
地
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え
て
い
る
。

２
．
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
十
勝
農
業
は
ど
う
な
る

　

環
境
省
が
発
表
し
て
い
る
「
地
球
温
暖
化
に
よ
る
日
本
へ
の
影
響
」
に
よ
る
と
、
今
世
紀
末
に

予
測
さ
れ
る
影
響
と
し
て
①
気
温
は
３
・
５
～
６
・
４
℃

に
上
昇
、
②
降
水
量
は
9
～
16
％
増
加
、
③
海
面
は
60
～

63
セ
ン
チ
上
昇
、
④
真
夏
日
の
増
加
（
例
：
東
京
で
は
、

現
在
の
２
倍
の
１
０
５
日
）、
⑤
降
水
量
は
大
雨
や
短
時

間
強
雨
の
発
生
が
高
ま
る
と
予
測
し
て
い
る
。

⑴　

北
海
道
地
方
の
温
暖
化
に
よ
る
気
象
変
化

　

札
幌
管
区
気
象
台
発
表
の
「
温
暖
化
に
よ
る
21
世
紀
末

ま
で
の
北
海
道
の
気
候
の
変
化
」
に
よ
る
と
①
年
平
均
気

温
が
約
５
・
１
℃
上
昇
す
る
。
②
短
時
間
強
雨
（
30
ミ
リ

／
ｈ
）
の
発
生
頻
度
が
約
４
・
１
倍
に
増
加
、
③
年
最
深

積
雪
が
約
44
％
減
少
す
る
。
こ
れ
ら
で
道
内
の
真
夏
日

（
最
高
気
温
30
℃
以
上
）
が
22
日
程
度
増
加
し
、
真
冬
日

（
最
高
気
温
０
℃
未
満
）
が
54
日
減
少
す
る
、
た
だ
し
雨

や
雪
に
就
い
て
は
地
域
ご
と
の
予
測
は
不
確
実
性
が
高
い
と
述
べ
て
い
る
。
日
高
山
脈
や
大
雪
山

系
の
積
雪
量
（
天
然
の
ダ
ム
）
や
降
雨
量
に
頼
っ
て
い
る
十
勝
平
野
は
、
地
球
温
暖
化
の
加
速
と

と
も
に
、
水
資
源
量
の
減
少
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇

で
は
、
十
勝
川
河
口
か
ら
塩
水
遡
上
が
起
こ
り
地
下
水
の
塩
水
化
が
危
惧
さ
れ
将
来
、
海
面
が
９

メ
ー
ト
ル
上
昇
し
た
ら
海
水
の
侵
入
は
内
陸
部
の
池
田
町
や
幕
別
町
付
近
ま
で
達
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。

⑵　

温
暖
化
で
北
海
道
の
農
業
は
ど
う
な
る
？

　

地
方
独
立
行
政
法
人
・
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
①
水
稲
の
収
量
は
や

や
増
加
し
、
食
味
が
向
上
す
る
、
②
大
豆
は
全
道
平
均
で
16
％
増
収
、
し
か
し
品
質
は
低
下
、
③

小
豆
は
全
道
平
均
12
％
増
加
、
し
か
し
品
質
は
低
下
、
④
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、
品
種
変
更

で
10
～
14
％
増
収
、
⑤
秋
ま
き
小
麦
の
収
量
は
8
～
18
％
低
下
、
⑥
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
量
は
15
％

減
少
、
で
ん
ぷ
ん
含
量
も
低
下
す
る
、
⑦
て
ん
菜
の
収
量
は
12
％
増
加
、
し
か
し
根
中
糖
分
は

0
・
8
％
低
下
す
る
、
⑧
牧
草
の
収
量
は
10
～
20
％
減
少
す
る
。
今
後
の
対
応
策
と
し
て
、
耐
寒

性
も
保
ち
な
が
ら
高
温
で
も
収
量
や
品
質
の
低
下
し
な
い
「
品
種
開
発
」
や
、
種
ま
き
・
定
植
・

収
穫
時
期
の
見
直
し
等
に
よ
る
「
栽
培
技
術
の
向
上
」、
さ
ら
に
降
雨
パ
タ
ー
ン
の
変
化
に
合
わ

せ
た
農
地
の
排
水
機
能
の
強
化
と
し
て
「
基
盤
整
備
」
を
掲
げ
て
い
る
。

　　

次
号
で
は
「
十
勝
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
日
本
最
大
の
食
料
基
地
へ
」
の
具
体
的
な
道
筋
を
紹
介
す
る
。
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